
令和８年度市町別　産後ケア事業利用までの流れ

令和８年４月１日時点

市町名 手順 手段 内容

1 電話・施設独自の予約方法 電話等で利用施設と利用日時の調整を行う

2 電子申請 確定した利用日（予定日）を長崎市電子申請システムにて利用申請を行う

1 産後ケアアプリ 利用者が事業者へ、産後ケアアプリから利用予約を行う

2 産後ケアアプリ 事業者が産後ケアアプリにて利用者の利用予約を確定する

3 産後ケアアプリ 利用予約の確定後、産後ケアアプリにて長崎市は利用予約を適宜確認する

4 産後ケアアプリ 長崎市が産後ケアアプリにて利用申込内容の確認を行い、承認する

1 電話 利用者が事業所へ連絡を行い、利用申し込みを行う。

2 産後ケアアプリ 利用者の判断で産後ケアアプリから利用申し込みを行う。（市の関与なし）

1 電子申請・来所 利用者が島原市へ利用申請書を提出する

2 郵便 島原市が承認し、利用者へ承認通知書と利用券兼報告書を通知する

3 産後ケアアプリ・電話 利用者が産後ケアアプリや電話にて事業者へ利用予約を行う

4 産後ケアアプリ・電話 事業者が産後ケアアプリや電話にて利用予約の確定を行う

諫早市 1 紙の利用票 利用者が事業所へ利用予約を行う。事業者は利用者が「産後ケア利用票及び補助券」を持参しているか確認し、予約を確定する。

1 大村市電子申請サービス 利用者が大村市へ、原則電子申請で利用申し込みを行う

2 大村市電子申請サービス 利用者へ、産後ケア事業利用承認通知書と利用券が送付される

3 産後ケアアプリ 利用者が産後ケアアプリから、事業者へ利用予約を行う

4 産後ケアアプリ 事業者が産後ケアアプリにて利用予約の確定を行う

1 産後ケアアプリ・電話 利用者が産後ケアアプリ・電話から、事業者へ利用予約を行う。

2 産後ケアアプリ・電話 事業者が産後ケアアプリ・電話にて利用予約の確定を行う。

3 申請書（紙） 利用者は、利用申請書を事業者へ直接提出する。

1 窓口・郵送等 利用者が松浦市へ、窓口、郵送、訪問時などで、書面で利用申し込みを行う

2 文書郵送 松浦市が利用者の利用申し込みを承認し、事業者と利用者へ決定通知を郵送する

3 産後ケアアプリ 利用者が産後ケアアプリまたは事業者へ直接電話連絡をして、利用予約を行う

4 産後ケアアプリ 事業者が産後ケアアプリ、または電話連絡で利用予約の確定を行う

1 文書 利用者が事業者へ利用申請書兼同意書を記入し提出

2 電話・郵送 事業者が対馬市へ連絡・利用申請書兼同意書原本を送付

3 電話・郵送 対馬市が利用を承認し事業者へ連絡、利用承認通知書を産婦へ送付

1 電子申請 利用者が壱岐市へ、利用申請を行う

2 文書郵送 壱岐市がシステム上で利用申し込みを承認後、利用承認通知書および利用証を送付する

3 電話・オンライン 利用者は産後ケア事業者へ利用予約を行う

4 電話・オンライン 事業者は利用予約の確認をする

1 電話 利用者が五島市へ利用申請を行う

2 文書郵送 五島市が利用申し込みを承認後、利用承認通知書を送付する

3 電話 五島市が事業者へ利用予約の確定を行い、利用者へその旨連絡する

1 産後ほっとLINEまたは電話 利用者は産後ケア事業者へ利用予約を行う

2 文書 利用者は日程等が決まったら、西海市へ利用申請を行う

3 文書郵送 西海市は利用申し込みを承認後、利用者へ利用承認通知書を送付する。

4 文書郵送 西海市は利用申し込みを承認後、事業者へ利用依頼書を送付する。

松浦市

対馬市

壱岐市

五島市

西海市

R8.4月1日～R8.5月31日

R8.6月1日（予定）以降

平戸市

長崎市

佐世保市

島原市

大村市
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令和８年度市町別　産後ケア事業利用までの流れ

令和８年４月１日時点

市町名 手順 手段 内容

1 電子申請、窓口等 利用者が雲仙市へ産後ケア利用の申請を行う

2 文書 雲仙市が産後ケア利用券兼実施報告書を交付する。（利用上限分すべて交付）

3 電話、産後ケアアプリ 利用者は産後ケア事業者へ利用予約を行う

4 電話、産後ケアアプリ 事業者は利用予約の確定を行い、利用者へその旨連絡する

1 電子申請・文書 利用者が南島原市へ、「利用申請書」を提出

2 文書 南島原市が利用者へ、「利用承認通知書」と「利用券兼実施報告書」を送付

3 電話・産後ケアアプリ 利用者が事業者へ、利用予約を行う

1 産後ケアアプリ 利用者が産後ケアアプリまたは問い合わせで事業者へ利用予約を行う

2 産後ケアアプリ 事業者は利用予約の確定を行う

3 電子申請 利用者が長与町へ利用申請を行なう

4 文書 長与町が電子申請システム上で利用申し込みを確認後、利用決定通知書・依頼書を送付する。利用不可の場合は、事業所にも連絡する

5 利用当日に、事業所は利用申請の確認を行い、産後ケアの実施を行う

1 文書 利用者が事業者へ利用予約を行う

2 文書 利用者が時津町へ利用申請を行う（場合によっては母子保健指導員による事業者案内実施）

3 文書 時津町が産後ケア利用申請書内容確認後、利用申請を承認する

4 文書 時津町から事業者へ利用承認通知を実施、情報共有を実施する

1 窓口・郵送 利用者が東彼杵町へ申請書を提出し申し込みを行う。

2 郵送 東彼杵町が利用者の利用申し込みを承認し、町が施設へ利用依頼書を郵送（間に合わない場合は電話で口頭で依頼し、後日郵送する）。

3 電話・産後ケアアプリ 利用者が施設へ利用予約を行う。

4 電話・産後ケアアプリ 事業者が利用予約の確定を行う。

1 文書 利用者が川棚町へ、利用申請を行う。

2 文書 川棚町が、利用申請を承認し、利用者へ承認通知、事業者へ事業利用依頼書を送付する。

3 電話 利用者が、事業者へ利用予約を行う。

※乳房トラブルなど、急を要する利用希望の場合は、電話にて対応しています。

1 電子申請 利用者が波佐見町へ電子申請システムから利用申請を行う

2 電子申請 波佐見町が、利用者へ利用申請を承認し、利用者へ承認通知、事業者へ事業利用依頼書を送付する。

3 電話・産後ケアアプリ 利用者が、電話または産後ケアアプリで事業者へ利用予約を行う

※利用者が病院から案内を受け、無料分のアプリ機能を利用している。

1 電子申請 １　利用者が小値賀町へ、利用申請を行う

2 文書 ２　小値賀町がシステム上で利用申し込みを承認後、利用承認通知書を送付する

3 電話・オンライン ３　利用者は産後ケア事業者へ利用予約を行う

4 電話・オンライン ４　事業者は利用予約の確定を行い、利用者へその旨連絡する

1 電話・オンライン 利用者は産後ケア事業者へ利用予約を行う

2 電話・オンライン 事業者は利用予約の確定を行い、利用者へその旨連絡する

1 窓口 利用者が新上五島町へ窓口にて利用申し込みを行う

2 窓口 新上五島町が窓口にて利用者の利用申し込みを承認する（クーポン券発行）

3 産後ケアアプリ・電話 利用者が産後ケア事業者へ利用予約を行う

4 産後ケアアプリ・電話 事業者は利用予約の確定を行い、利用者へその旨連絡する

新上五島町

東彼杵町

川棚町

波佐見町

小値賀町

佐々町

南島原市

長与町

時津町

雲仙市
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